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ファクシミリ自動ファイル"FAXin”システム
一日産自動車株式会社での事例-
Facsimile DataAutoFiling System

一丁he Case of Nissan
Motor Co..Ltd.一

日産自動車株式会社での海外生産拠点は21か乱 24工場に及び,近年のグロ

ーバル化とともに海外交信情報の管理が重要視されてきている｡

特に,海外生産工場からの不定期オーダーや技術分野グ)情報の受信は,パー

ソナルコンピュータ(以下,パソコンと略す｡)通イ言やファクシミリ通信によって

行っている｡パソコン通信はごく一部の地域･工場に限られ,主体はファクシ

ミリ通信に頼らざるを得ない現状である｡

日産日動車株式会社では,HITFILE650Eを括用したFAXiIlシステムをんむ用す

ることによって,ペーパーレス化を図るとともに,長時間の完全無人受信を実

現した｡

本システムの導入によr),夜間･休日でのファクシミリ受信の信相性を大幅

に向上させることができた｡

□ 緒 言

日産日動車株式会社の海外生産拠点でのKD(KITOCkDow11)

生産は,支給部品と現地調達部品がいっしょになって1f了の

完成車となる方式をとっている｡時間的･距離的に離れた軸

外KD+二場で生産･組立を行うため,KD単向生産オーダーの

受注･包装･出荷から海外KD二｢場での生産管理に至るまで

の,円滑で効率のよい運営が最重要課題となっている｡

これは,日本田内の工場でも共通の課題であるが,KD生床

方式では時間と距離の要素が加わるだけに,たった】つの安

国が多大な悲影響をもたらすおそれがあるためである｡

なかでも現地組立用部品の不姑による急なオーダーや特別

なオーダーを告げるファクシミリ通信は,ひときわ目を光ら

せなければならない存在となっている｡

このため,ファクシミリから送られてくる情報を確実に受

信する必要があり,ファクシミリ自動ファイルFAXinシステ

ムの導入に踏み切った｡

このFAXinシステムは,ファクシミリをlIITFILE65()Eのリ

モート イメージ スキャナとして位置づけることから発展,

開発された沙L(はん)用システムである｡

ファクシミリから送信されてくる文吉を溶接光ディスクに

登録できることから,画像処理のできるペーパーレスファク
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シミリとして機能する｡

日産日動車体式会社では,この汎用システムに,送信ノ亡で

ある海外KD.‾‾｢場を特定するための検索項目として発信国や受

信日什などを自動付与する機能を追加した｡

この機能により,ファクシミリからの受信文書を自動仕分

けして,光ディスクヘファイリングすることを可能とした｡

本システムは1989年8月から稼動しているが,受信文書の

紛失や解読不能がな〈なり,夜間や休日でのファクシミリ′受

信の信相件を人幅に向上させることができた｡

囚 FAXinシステム導入の背景とポイント

2.1導入の背景

ファクシミリ過信は非常に手軽な情報交信手段であり,最

近のファクシミリ装置の高機能化には日を見張るものがある｡

しかし,紙を既休とする情報管理であることには変わr)なく,

(1)海外生産拠点からの通信は,時差の関係で日本時間の夜

間に入る比率が高く,一晩に50～60件(1件当たり約2.5ペー

ジ)の文吉をファクシミリ受信しており,毎朝の整理がたいへ

んである｡

(2)無人受信するために受信文書の紛失が散見され,再送依

*目顔自動車株式会社≠転外生産物流部 **｢1製産業株式会社情報システム営業木部

23



378 日立評論 VOL.73 No.4‥99l-4)

頼が多発している｡

(3)ファクシミリから出力される用紙は感熱紙であり,長期

保存が必要な文書は普通紙にコピーする作業が発生する｡

(4)海外生産拠点の長期休暇と日本側の長期休暇の日程が合

わないのが常で,日本側ではファクシミリ装置のスイッチを

入れたまま休暇に入る｡長時間無人運転のために,用紙切れ

や印刷不良対策として休R出勤体制の必要がある｡

などの受信文書管矧こ腐心していた｡

そのため,今から約2年前これらの悩みを解決するために,

ファクシミリ情報を自動受信できるFAXinシステムについて

ポイントを絞り,導入の検討を開始した｡

2.2 導入のポイント

日産自動車株式会社で,FAXinシステムを使用して効率の

良い受信文書管理を行うために,

(1)海外KD工場に設置されているファクシミリは,通信コス

トの面から,画質は多少劣化しても短時間で送信するために

ノーマルモードに設定されている場合が多い｡

このため,既設ファクシミリに特別な条件を設けずに従来

どおりの方法で送信できること｡

(2)21か国,24工場にも及ぶ海外生産拠点のファクシミリか

らの1か所集中受信となるため,海外KD工場を判別するため

の検索キーを,受信文書に自動的に付与できること｡

(3)海外との時差の関係から,日本側の夜間に自動受信が可

能なこと｡この場合,無人運転となるため,停電後の通電開

始時に自動再立上げができること｡

(4)夜間に受信した約150ページにも及ぶ文書について,翌朝

の整理,配布作業が短時間で終わること｡
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図l 全体システムイメージ
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などの改善をねらった｡

田 FAXinシステムの概要

3.1システム構成

FAXinシステムは,受信文書の登録部分にあたる光ディス

クファイルシステム部と,ファクシミリとの通信を行うため

の通信アダプタ部で構成される｡

光ディスクファイルシステム部にはHITFILE650Eを,通信

アダプタ部にはFAXinアダプタFID3100を使用し,おのおの

の装置はRS-232Cインタフェースで接続される｡システムの

全休イメージを図1に示す｡

FAXinアダプタFID3100は,ファクシミリとHITFILE650

Eとの通信を行うためのインタフェース装置である｡

ファクシミリからの送信文吉は,直接HITFILE650Eの光デ

ィスクヘ登録されるのではなく,このアダプタを経由して登

録される｡

FAXinアダプタFID3100の概略仕様を表1に示す｡

3.2 FAXinシステムの機能

FAXinシステムの機能として,ファクシミリ自動入力機能,

システム使用環境設定機能,通信情報記録機能をあげること

ができる｡

3.2.1ファクシミリ自動入力機能

(1)ファクシミリからの受信文書の光ディスク自動登録

受信口付,受信時刻,発信元情報として,送信側ファクシ

ミリのTSI(TransmittingSubscriberIdentification:発呼局

識別子)コードを検索用タイトルとして自動付与する｡

(2)B4サイズ,A4サイズの自動識別受信･登録

S=ゝ

FAXjnアダプタ

d

′
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F豊オ==覇

＼

FAX山システムの全体システムイメージを示す｡
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表I FAXinアダプタF旧3100の概略仕様 FAXinアダプタFID3100の

ファクシミリインタフェースの主な仕様を示す｡

項 目 仕 様

適用通信回線 加入電話回線

通信制御手順 CCITT T.30

適合ファクシミリ G3規格機

N C U AA形NCU

モ デ ム V2l,V27te｢,V29

符 号 化 方 式 MH受信

主走査線密度 8画素/mm

副走査線密度
7.7本/mm(ファインモード)

3.85本/mm(ノーマルモード)

伝送ス ピード
9′600/7′200/4′800/2′400ビット/s(自動7オ

-ルバック付き)

受信用紙サイズ B4,A4

注:略語説明 NC〕(NetworkContro=+nit)

CCITT(国際電信電話諮問委昌会)

B4サイズまたはA4サイズで送信されてきた文書を,同一

サイズで自動登録する｡しかも,1ページ長を超える長い川

紙の場合には,B4サイズまたはA4サイズ用紙の規定長にな

った時点で1ページ目として登録し,データ漏れをな〈すた

め,1ページ目の下端約10mmを次ページに重複登録する｡

(3)2種類の受信モードでの受信･登録

ファインモード(副走査線密度7,7本/mm),ノーマルモード

(副走査線密度3.85本/mm)のいずれについても自動識別して

受信･登録する｡FAXinシステムの受信待機r‾い断面を図2に

示す｡

3.2.2 システム環境設定機能

効率の良いファクシミリからの受信を行うために,ユーザ

ーが受信環境を簡単に設定できる｡

受信環境設定画面の例を図3に示す｡

メニュー画面

ファクシミリ自動ファイルFAXinシステム 379

3.2.3 通信情報記銀機能

ファクシミリとの通信状態を記録できる｡合わせて光ディ

スクへの常緑可否,LBP(LaserBeamPrinter)への出力可否

を含め,一覧表として記録するため,受信文書の目次として

も利用できる｡

通信管理レポートとして出力した例を図4に示す｡

田 導入効果

オフィスの効率化を図るため,OA化推進活動の一環として

本システムの導入を行ったが,以下のような効果が得られた｡

(1)夜間･休日(特に長期休暇)のファクシミリ受信の完全無

人化が図れた｡用紙切れなどの確認作業としての休日出勤体

制の必要がなくなった｡

(2)受信文書の紛失や解読不能が皆無となり,再送依頼が激

減した｡図面や写真も鮮明に入力され,受信廼i像の品質向上

が図れた｡

(3)受信情報を国別の光ディスクに分類整理し,急な問い合

わせにもスムーズな対応が可能となり,ファイリングの標準

化もさらに進んだ｡

且 今後の展開

ファクシミリ専用機で,普通紙出九 メモリ送受信などの

機能を持つ機種が登場し,高機能･低価格化が進む状況下で,

今後このFAXinシステムを発展させ,さらに効果を出してい

〈ためには以下のような課題がある｡

(1)ファイルステーションの増設により,LAN対応システム

へと拡張し,検索ワークステーションとの連携で,よりペー

パーレス化を推進する｡

(2)受信文書登録用光ディスクを書換え形とし,ランニング

コストの低減を図る｡

メニュー

4を選択

1 電子ファイリング
2

3

4

文書名FD入力ユーティリイテイ

FAXin(ファクシミリ自動入力システム)
5 FAX山環境設定
6

7

8

9

FAX通信管王里レポートプリントアウト

画像登録枚数表示ユーティリイテイ

プロンプトにもどります

メニュー内容の修正ができます｡

◆HITFルE650E◆

<<ファクシミリ自動入力システム>>

Copyright(C)1988,1989,1990

日製産業株式会社

画

待機中

【システム終了は終了キー】

図2 FAXinシステムの受信待機中画面 ファクシミリからの受信可能状態にあることを示す｡
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メ ニ ュ
ー

の5 を選択
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*******************
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l

→ 0

→ 0

･ 0

*******************************************************

*
/ファクシミリ自動入力システム環j尭設定･ ***

****************************メ*****************************

自局識別子(最大16文字)を入力して下さい

-} 81 45 123 1234

*******************************************************串**

********************************************************

* * * *

* * * *

* * * *

* * * *

* * * *

*******************************************************

*

･ファクシミリ自動入力システム環境設定､ ***
**********************************************************

; 文書名の長さを入力Lて下さい･- → 150 :;;:
**********************************************************

***********************ネ***ヰ****************************

******************************************************

図3 受信環境設定画面 受信環境設定画面を示す0光ディスクのキャビネット名,ファイル名,画像登録の要否,

画像印刷の要否,機密保護コードなどを設定,選択できる｡

メ ニ ュ
ー の 6 を 選 択

三*******************************

印刷するファイル名を指定Lてください｡
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図4 通信管理レポート 通信管理レポートの印刷例を示す｡受信日付,受信時刻,発信元情報に加え,登毒貢枚数,

登毒桑･印刷の可否が出力できる｡登録,印刷の欄には,正常に登重責できた場合は`lO”を,回線状態が不良の場合は

``△''を印刷する｡また,印刷の欄の"なし”は,受信時の印刷を指定しなかった場合である｡

(3)ファクシミリ送信機能を追加し,海外生産拠点への返信

は受信情報に画像編集してファクシミリ送信する｡

(4)HITFILEのマルチタスク化,および処理スピードの向上

やハードウェアの低価格化によって,ファクシミリ専用機以

上のコストパフォーマンスを確保すること｡

l司 結 言

HITFILEを有効活用するという観点からFAXinシステムの
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有名副生を評価すると,通信アタブタを追加するだけでHITFILE

にべーパーレスファクシミリ機能が追加され,なんの違和感

もなくファイリング操作ができ,しかも結果として自動ファ

イリングされてしまうことである｡

これから増える一方のファクシミリ文書の整理･保存は悩

みの種であったが,HITFILEの有効活用という形で問題解決

できたことは,HITFILEユーザーにとって機器稼動率向上の

一つの可能性を提案できたと考える｡




